
　機械振興協会は、都産技研と同様に、ものづくり企業の支援

を使命としています。特に、東京都東久留米市にある技術研究

所では、開発、製造、販売、保守など、ものづくりのそれぞれの段

階で、企業の皆さまに寄り添ったさまざまなサービスを提供し

ています。

　例えば、生産現場から約5,600件の事例を収集した加工技術

データファイルは、新製品の開発をより効率的に行うために役

立ちます。また、研究成果をもとにした生産技術、材料分析、精

密計測などといった専門的な試験の実施や技術相談などの支

援も行っています。

　かねてより都産技研とは、精密測定分野での共同研究や、相

互の機関を紹介しあったりと、その都度交流を持ってきまし

た。ただ、これからは組織として連携した方が、地域産業をより

活性化していくためにも役立つのではないかという思いから、

協定を締結しました。現在、都産技研の片岡理事長には、（一財）

機械振興協会技術研究所運営委員会に運営委員としてご参加

いただいております。今までのように、研究員同士がつながり

をもつのはもちろんですが、受託業務やイベントの相互協力を

行いながら、さまざまな企業のニーズにあった技術支援や情報

提供をしていきたいと考えています。

　技術研究所では、製造業などの第2次産業を担っている企業

を中心に支援を行ってきました。しかし、ここ数年で生産のグ

ローバル化が進み、ものづくりの空洞化が起きています。そこ

で、ものづくり企業の新規事業開拓を支援するために、農業分

野への参入のお手伝いもしています。ものづくりで培われた生

産技術のノウハウを農業に応用することができたら、農産物の

生産性や品質を向上させることができます。そこで、研究所の

敷地に実験設備をつくり、オープンイノベーションによって技

術開発や農工連携を探っていく

コンシューマーアグリ研究会を

発足させました。新たな技術やビ

ジネスを生みだそうと、精力的に

活動しています。

副会長　技術研究所長　足立 芳寛 氏 技術研究所　技術開発センター長　飯塚 保 氏
組織的な連携でニーズにあった支援を 工業のノウハウを農業に応用

　少子高齢化による労働人口の減少は、日本国内のすべての産

業にとって大きな問題となっています。それに加えて、障害者の

方々が自分の能力を生かした働き方があまりできていないとい

う問題もあります。その2つの問題を解決するために、障害者が

3Dプリンター出力サービス業務に就労するための支援事業を

提案しています。今年度は、障害者

が付加価値の高い業務に就くため

の実現可能なビジネスモデル、およ

び技術課題を検討し、来年度中に事

業を施行させたいと思っています。

技術研究所　産学官連携センター センター長代理　天田 勝正 氏
付加価値の高い障害者の就労支援の実現へ

7月14日（月）　東京商工会議所（会頭・三村 明夫）

都内中小企業の国際展開支援を重点として、都内産業振興事業への協力体制の強化を目的に協定を締結しました。

7月の協定締結
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協 定 締 結 機 関 の ご 紹 介

一般財団法人 

機械振興協会

　都産技研では、大学研究機関、支援機関、行政機関、金融機関など、7月現在で43の機関と包括協定等を締
結しています。それぞれの機関が持つ特性を生かしあい、連携していくことで、東京の産業振興の発展、地域
産業の活性化を図ることを目的としています。

　今回は、特徴的な技術開発、受託試験、情報提供を実施していることから、
相乗効果のある企業支援を目指して協定した「一般財団法人機械振興協会
（会長・庄山悦彦）」を紹介します。

  交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2134お問い合わせ

（平成24年3月8日協定を締結）

　システムデザインセクターでは、手づくりの試作を行うことができる実践セミナー室や映像編集室、
大型プリンター・シールプリンター、スタジオ撮影システムなどを保有しています。
　今回は、3Dデータから樹脂や金属などを切削して試作品などを作製できるモデリングマシンにつ
いてご紹介します。

切削モデリングマシン切削モデリングマシン
システムデザインセクター

特徴

活用事例

機種名

　精密ボールネジ採用の高精

度モデルです。3D-CADデータ

（IGES、STL形式）を読み込む

だけで、誰にでも簡単に使える

専用の切削RPソフトウェアを

搭載しています。ATC（オート

ツールチェンジャ）により、複

数のドリルの交換が自動で可

能です（ATC4本）。

◆用途
　三次元CADで作成した3Dデータを利用して、樹脂、金

属などさまざまな物をドリルで切削し、デザイン検討の

ためのモデルやパーツの試作、冶具製作、簡易金型の作製

などを行うことができます。

◆展示会用の試作品作製
　表面の仕上げの美しい試作品を作製することができま

す。展示会用の試作品や社内デザイン検討用の試作品の

作製を行うことができます。

◆試作品の追加工
　成型した試作品や3Dプリンターの造形品などに追加

工を施し、検討を行うことが可能です。単純な穴あけやフ

ライス加工だけでなく、複雑な三次元形状の追加工も高

精度に行うことができます。

装置の仕様

ジュラルミンの切削加工

切削加工後、着色完成した試作品

●ストローク：400×400×155mm
●加工可能材料：樹脂、軽金属
●XYZ軸駆動方式：ACサーボモータ 80W
●スピンドルモータ：DCブラシレスモータ 400W
●スピンドル回転速度：400～12000rpm
●繰り返し精度：±0.02mm
●制御コマンド：RML-1,NCコード（Gコード）

料金例
●NCデータ作製および1日加工　18,000円
※上記料金は、一例です。詳細はお問い合わせください。

    システムデザインセクター＜本部＞ TEL 03-5530-2180お問い合わせ
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